
 

 

 

 

 

入学式を終えて 
 一昨日の入学式をもって、今年度の大野中学校の生徒が全員揃

(そろ)いました。今年度の生徒数は、１年生１７０名、２年生２０

７名、３年生１６８名、計５４５名です。 

今年度の入学式は、感染症対策を十分に行い、在校生全員を入館

させての式としました。また、コロナ前のように吹奏楽部の演奏に

よる校歌斉唱も再開し、新入生にとっては記憶に残る式となったの

ではないでしょうか。 

私は入学式の式辞では毎年同じ話をします。「３つのがっこう」

の話です。昨年、一昨年も話をしましたので、３年生、２年生の皆

さんの中には、思い出した人もいたはずです。 

「がっこう」は「学ぶところ（学校）。力を合わせるところ（合校）。楽しいところ（楽校）」。私は

この３つの「がっこう」をいつも念頭に置きながら、先生方や生徒の皆さんに話をしたり、校長とし

ての様々な仕事に取り組んだりしています。 

さて、始業式の時に話しましたが「進級」「進学」というのは、一つのチャンス、再スタートのチ

ャンスです。言い換えると、今までの自分を変えるチャンスです。昨年度の修了式の際に「成長に

は、目に見える成長と目に見えない成長がある」という話をしました。今年度もぜひ、「目に見えな

い成長」の根を張り、実り多い１年にしてほしいと願っています。 

始業式と入学式における「決意のことば」を紹介します 

新入生決意のことば 新入生代表 尾﨑 桃香 

あたたかな春の訪れとともに、私たちは今日、大野中学校の入学式を迎えることができました。

本日は、このように素晴らしい式を行ってくださりありがとうございます。 

 これから始まる中学校生活。どんなことを学ぶのだろう、どんな経験ができるのだろう、どんな

新しい出会いが待っているのだろうと、今、胸を弾ませています。 

 でも、学習内容は理解できるだろうか、中学校の厳しさはどれほどのものなのだろうか、新しい

友達はできるだろうかという不安もあります。しかし、充実した中学校生活を送るために、少しず

つ目標を立て、それに向かって努力していこうと決意を新たにしています。 

 部活動も楽しみです。両立することは難しいかもしれませんが、勉強以外に学べることがたくさ

んありますので、一生懸命頑張りたいです。 

 今、ここに立てているのは、大切に育ててくださった多くの方や家族のおかげです。その感謝の

気持ちを伝えるためにも、この大野中学校で自分らしく輝き、困難にもくじけず、前を向いて一歩
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一歩進んでいきます。 

 先生方、先輩方、これから三年間、よろしくお願いします。 

学年代表決意のことば ２年代表 坂井 碧 

 私たちは３月２４日に第１学年を修了し、２年生になりました。

私は２年生としての一年間、頑張りたいことが大きく二つありま

す。 

 一つ目は「継続すること」です。「継続は力なり」という言葉があ

るように、日々の勉強、運動、生徒会活動などを途中であきらめた

りせず継続し、自分の力にしていきたいです。継続はとても難しい

ことだと思いますが、これを成し遂げ自分の成長にしていきたいと思っています。 

 二つ目は「工夫すること」です。ずっと同じことをしているのではなく、自分に合った方法を工

夫することで新しい発見やもっと自分に合ったことを見つけることができます。さらに物事の継続

にもつながります。いろんなことを工夫していき、生徒会の仕事や学力向上を成し遂げていけるよ

う頑張ります。 

 私は今言った二つのことをこの一年間で特に頑張り、自分の成長につなげ、さらに豊かな学校生

活を送れるようにしたいです。前年度より成長した一年間にできるように仲間と助け合いながら頑

張ります。 

学年代表決意のことば ３年代表 福田 実和 

 私は、３年生として頑張りたいことが三つあります。 

 一つ目は、個人で頑張りたいことです。それは、自分の進路実現のため今までより集中して学習に

取り組むことです。苦手科目をなくすこと。１、２年生の反省を生かしてテストで良い点を取ること

を目標に取り組もうと思います。 

 二つ目は、学年で協力して頑張ることです。２年生の時から、声を掛け合い徹底していた、２分前

着席・１分前黙想と先語後礼をこれからも続けていこうと思います。また、大野中学校を引っ張って

いく最高学年、受験生だという意識をもち、学習や生活態度に表して、当たり前のことが当たり前に

できる最高学年になりたいです。 

 三つ目に頑張りたいことは生徒会の一員として、大野中学校の良さを伸ばし、課題を改善できる

ように働くことです。先輩から視聴覚の仕事を引き継いで約４か月が経ち、活動をしていく中で、大

野中学校の良さと課題を見つけることができました。例えば、放送中の黙食ができていないこと、掲

示物の掲示期限を過ぎていたことなどが課題として見つかりました。なので、給食中に見回りに行

って、黙食ができているか、掲示物の期日を守れるように、放送を使って呼びかけを行ったり、各ク

ラスに直接呼びかけに行ったりするなどの対策を取ります。視聴覚部の活動をさらに充実させると

ともに、生徒会を盛り上げ、３年生や１、２年生を引っ張っていけるよう今年１年は精一杯頑張りた

いと思います。 

 

 
〇始業式そして入学式における２、３年生の態度が本当に立派でした。昨年度末の修了

式のときにも５分前には整列を完了し、生徒会役員の指示に従って黙想を行い、私語

もほとんどなく先生方の話を聞いていました。特に３年生は、１年生の時に落ち着き

が足りなくて、先生方から叱られてばかりいたのですが、2 年前と比べると雲泥の差

です。こんなに成長するものかと目を見張りました。大野中学校の顔としての 

３年生、中堅学年としての２年生の今後の活躍がとても楽しみです。 


